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Abstract 
In the present paper， the following two velocities areεxamined in terms of dimensionless 
factors: 
a) The mean畳owvelocity in乱 pipeto maintain the suspension of a sphere， v)， 
b) The terminal velocity of a sphere in a pipe， v2・
The experiments were performed by changing the diameter of a sphere d， the speci五cgravity 
。fa sphere 78 and the diameter of a pipe D. 
The results obtained can be summarized mainly as follows: 
a) v!lUt=0.9788-1.145xln (djD十1.0)，
b) vzlUt=1.0-O.908x(djD)1.592， for the spheres falling straightly along the pipe axis， 
or 
り2!Vtニ0.765-0.924x(djD)1.592，for the spheres falling swinging in the pipe， 
where Vt is the terminal velocity of a sphere in unbounded fluid， 
c) The drag coefficient of a sphere in the pipe丑owis larger than that of a sphere in 
unbounded丑uidflow. 
I.まえがき









































38.4， 44.1， 51.4 mm? 
6mmOより 2mm刻みに 22mmOまで
塩化ビニーノレ， 埋込樹脂， ポザカーボネイ卜， ポリステイローノレ
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~2， ~f一昔図4
て述べる。
τ)1> V2を VtでVjおよび叫に及ぼす管壁の影響を表わす要因のーっとして d/Dをとり，
割って無次元化したれ， ~2 を ， d/Dを含む実験式で表現することを試みる。
~j，むが d/Dvこ対してそれぞれ異なる変化を示すことは第 1報でも述べたが，今回の実験







C1 = a+bxln (-~ +1.0) (4) 
なる形の式を採用し，係数 a，bを実験値より定めることとした。最小自乗法により a，bを求
めると，上の実験式は











ミ2ニ 1.0-a(訂 (6 ) 
の形の式を採用し，最小臼乗法によって係数向指数万を定めると
C2 = 1.0-0州ιy泊9 (7) 
となり，告については nは(7)式の値に従がうものとして定数項と係数 G を同じく最小自乗
法によって定めると
I .J ¥1.399 













~2 = 1.0-0蜘(舌)1.592 (10) 
←0.765-0叫昔) (11) 
この 3 式をごb らおよび~:Íを見込む実験式として更めて提
示する。 (9)式より求めたもを図 5に， (10)および (11)式より求
めたむ， 5iを図 6に示した。
(4) ~2j~l-djD， W~I-djD について
今までごb ~2 それぞれが管壁の影響をどう受けるかについて
考察してきたが，ここで V2 とり1 との直接の関係すなわちむ/~1 ま
たは話/~1 と djD との関係を (9) 式と (10) 式， (9)式と (11)式を組
合わせて求めてみる。これらを図示したものは図 7である。すな
わち




























らを dlDをパラメータとして図示すると図 8，凶 9のようになった。これらの図には比較のた
めに無限広がり領域中における球の抗力係数 C1Jの線を記入してある。 dlDが小さい場合ほど
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(3) 管内における球の抗力係数 CnS1，Cns2と粒子レイノルズ数との関係が d/Dをパラメ
ータとして求められ，国 8，凶 9に示されている。 いず
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